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日
本
の
人
口
動
態
と
本
宗
に
お
け
る
過
疎
過
密
問
題
へ
の
対
策

（
東
京
都
妙
源
寺
修
徒
）

小

林

正

人

一
、
は
じ
め
に

本
年
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
四
月
二
十
四
日
付
の
新
聞
に
、
二
十
六
と
い
う
市
町
村
に
よ
り
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
の
結
果
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
と
い
わ
れ
る
市
町
村
の
合
併
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
市
町
村
選
挙
で
す
。
平
成
の
大
合
併

は
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
、
ま
た
過
疎
・
過
密
問
題
を
見
据
え
て
、
そ
の
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
総
合
的
な
行
政
主
体
を
構
築
す
る
目
的
で

始
ま
っ
た
も
の
で
、
合
併
が
本
格
化
し
た
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
四
月
か
ら
、
一
区
切
り
の
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
四
月
ま

で
、
市
町
村
数
が
四
〇
％
も
減
少
し
ま
し
た
。
出
生
率
の
低
下
に
起
因
す
る
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
、
そ
し
て
過
疎
・
過
密
問
題

は
、
日
本
の
均
衡
あ
る
発
展
、
国
土
・
文
化
の
保
全
と
い
う
面
で
、
日
本
の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
論
、
国

も
種
々
の
対
策
を
講
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
、
進
行
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
に
あ
っ
て
、
仏
教
の
観
点
か

ら
こ
れ
か
ら
の
寺
院
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
必
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
社
会
の
変
化
を
見
据
え
、
宗

門
を
挙
げ
て
の
統
一
的
な
意
識
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

二
、
日
本
の
人
口
動
態
と
過
疎
・
過
密
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日
蓮
聖
人
の
時
代
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
日
本
の
総
人
口
は
五
〇
〇

七
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
人
口
が

約
一
億
二
千
八
〇
〇
万
人
で
す
か
ら
、
現
在
の
お
よ
そ
二
十
分
の
一
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
人
口
は
右
肩
上
が
り
の
増
加
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
そ
の
増
加
率
は
急
速
に
鈍
化
し
、
政
府
が
国
会
に
提
出
し
た
平
成
十
七
年
度
版
「
少
子
化
社
会
白
書
」
で

は
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
か
ら
総
人
口
の
減
少
が
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
れ
を
待
た
ず
に
人
口
が
減

少
し
始
め
ま
し
た
。
人
口
の
増
加
率
が
鈍
化
す
る
主
因
は
少
子
化
で
す
。
少
子
化
に
伴
っ
て
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に

は
、
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
は
既
に
、
経
済
、
産
業
、
教
育
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
等
で
よ
く
知
ら
れ
る
所
で
す
。
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
社
会
に
与
え
る
影
響
と
し
て

は
、

・
労
働
人
口
の
減
少
、
消
費
市
場
の
縮
小
、
こ
れ
に
よ
る
経
済
成
長
の
停
滞

・
社
会
保
障
費
の
増
加
に
よ
る
国
民
の
負
担
つ
ま
り
税
金
の
増
加

・
社
会
の
活
力
低
下
、
個
人
主
義
と
相
ま
っ
て
、
ニ
ー
ト
の
増
加
、
格
差
社
会
の
拡
大

・
労
働
力
確
保
の
た
め
諸
外
国
か
ら
の
労
働
力
を
誘
致
。
外
国
人
の
割
合
が
増
加
す
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

総
務
省
が
ま
と
め
た
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
四
月
一
日
現
在
、
十
五
歳
未
満
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、
過
去
最
低
の
一
三
・
七
％
を
更
新
し
ま
し
た
。
も
し
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
む
と
、
二
一
〇
〇
年
に
は
、
日
本
の
人
口
は
現
在
の

半
分
の
六
四
〇
〇
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
が
こ
の
ま
ま
低
下
を
続
け
る
低
位
推
計
で
の
予
測
で
は
、
同
年
に
約

四
六
五
〇
万
人
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
総
人
口
の
約
三
分
の
一
、
明
治
時
代
の
人
口
規
模
と
同
等
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
も
っ
と
先
、
千
年
後
の
西
暦
三
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
な
ん
と
、
日
本
人
が
一
三
〇
人
に
な
っ
て
し
ま
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

人
口
の
減
少
に
は
、
今
の
人
口
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
賛
否
両
論
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
は
出
生
率
の
低
下
と
い
う
要
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因
と
、
出
生
者
数
の
減
少
と
い
う
要
因
が
相
ま
っ
て
起
こ
る
現
象
で
あ
り
、
今
後
も
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
ま

す
。冒

頭
で
、
日
本
の
総
人
口
は
近
年
ま
で
増
加
し
て
き
た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
産
経
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
と
江
戸
時
代
に

長
期
に
亘
っ
て
人
口
が
停
滞
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
特
徴
と
い
う
の
は
、
平
和
で
、
安
定
し
た
時
代
で
あ
り
、
女
性
が

男
性
と
同
等
の
社
会
的
地
位
を
確
立
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
紫
式
部
な
ど
も
そ
の
一
例
で
す
。
社
会
の
安
定
期
に
は
、
女
性

の
意
志
が
働
き
や
す
く
な
る
と
言
い
ま
す
。
今
日
人
口
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
も
、
女
性
の
社
会
的
意
志
が
作
用
し
た
と
言
え
そ
う
で

す
。
現
在
、
社
会
は
安
定
し
三
十
五
歳
以
下
に
お
け
る
男
女
の
学
歴
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
は
女
性
の
社
会
進
出
と
、
地
位
向
上
に

よ
っ
て
働
い
た
社
会
的
意
識
の
表
れ
と
言
え
そ
う
で
す
。
し
か
し
逆
に
、
女
性
が
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
社
会
と
い
う
も
の
が
形

成
さ
れ
れ
ば
、
女
性
は
子
供
を
産
み
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
と
共
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
過
疎
・
過
密
で
す
。
過
疎
・
過
密
は
総
人
口
の
減
少
と
も
密
接
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川
、
愛
知
、
埼
玉
、
千
葉
の
六
都
府
県
に
、
総
人
口
の
四
割
が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
残
り
の

四
十
一
道
府
県
の
う
ち
、
市
町
村
の
半
数
以
上
が
過
疎
地
と
認
定
さ
れ
て
い
る
県
が
、
三
分
の
一
の
十
七
県
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代

以
降
、
高
度
経
済
成
長
の
中
で
、
農
村
、
漁
村
地
域
か
ら
都
市
地
域
に
向
け
て
、
若
者
を
中
心
と
す
る
大
幅
な
人
口
移
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
岩
手
県
で
は
、
高
度
経
済
成
長
の
当
時
、
新
規
卒
業
者
等
が
、
首
都
圏
や
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
流
出
し
ま
し
た
。
金
の
卵

と
も
て
は
や
さ
れ
た
中
学
卒
業
生
等
は
、
集
団
就
職
列
車
で
上
京
、
ま
た
、
続
く
出
稼
ぎ
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
主
力
労
働
者
が
故
郷
を
去

り
、
農
家
は
大
黒
柱
を
失
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
急
速
な
人
口
の
流
出
に
よ
り
、
地
域
が
防
災
、
教
育
、
そ
し
て
保
険
な
ど
、
地
域
共

同
体
の
基
礎
条
件
の
維
持
が
難
し
く
な
る
状
態
を
過
疎
と
い
い
ま
す
。
多
く
の
過
疎
地
に
お
い
て
若
者
の
流
出
に
よ
る
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
地
域
産
業
の
停
滞
や
商
店
な
ど
の
産
業
経
済
の
停
滞
は
、
住
民
の
基
本
的
生
活
に
も
都
市
部
と
の
格
差
を
生
み
、
更
に
人

口
が
流
出
し
て
い
く
と
い
う
懸
念
材
料
に
、
地
方
自
治
体
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
一
方
、
人
口
の
受
け
皿
と
な
っ
た
都
市
部
に
お
い



─ ─

て
は
、
急
激
な
人
口
密
集
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
が
追
い
つ
か
ず
、
町
の
賑
わ
い
と
は
裏
腹
に
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
・
無
関
心
化
が
進

み
、
心
の
孤
独
感
は
ス
ト
レ
ス
や
鬱
病
と
い
う
精
神
的
病
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
精
神
的
病
は
ま
た
凶
悪
な
非
人
道
的
犯
罪
な
ど
に
も

繋
が
る
要
因
と
な
り
得
、
子
供
を
外
で
遊
ば
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
育
児
不
安
を
募
る
要
因
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
む
結
果

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
不
足
と
、
人
口
過
剰
と
い
う
両
極
端
な
現
状
が
、
日
本
国
内
で
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

過
疎
地
は
、
全
国
に
比
べ
少
子
高
齢
化
が
二
十
年
先
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
雇
用
機
会
や
利
便
性
を
求
め
て
地

方
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
は
進
む
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
工
業
国
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
が
諸
国
に
対
し
比
較
優
位
性
を

保
つ
た
め
に
は
、
工
業
の
持
続
的
発
展
が
不
可
欠
で
す
。
工
業
の
中
心
は
都
市
部
で
あ
り
、
都
市
部
の
発
展
が
日
本
経
済
の
発
展
で
す
か

ら
、
若
い
労
働
力
が
都
市
部
へ
移
動
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
言
え
ま
す
。
今
後
少
子
化
が
進
め
ば
、
労
働
力
の
減
少
は
さ
ら

に
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
も
、
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
る
労
働
力
減
少
が
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
と
い
わ
れ
、
労
働
力

確
保
の
た
め
、
都
市
の
企
業
は
地
方
か
ら
若
い
労
働
力
を
誘
致
す
る
手
立
て
を
始
め
て
い
ま
す
。
人
の
集
ま
る
都
市
部
で
は
、
財
政
が
潤

う
の
は
当
然
で
す
し
、
国
も
都
市
部
の
発
展
を
優
先
さ
せ
ま
す
。
都
心
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
や
商
業
施
設
の
建
設
が
相
次
い
で
い
る

と
い
う
現
状
が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
過
疎
・
過
密
問
題
は
更
に
進
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。政

府
も
当
然
危
機
意
識
を
も
っ
て
、
法
律
に
よ
る
過
疎
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
は
、「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
一
〇
年
間
、
過
疎
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
過
疎
対
策

は
遡
れ
ば
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
の
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
十
年
毎
に
、「
過
疎
地

域
振
興
特
別
措
置
法
」、「
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
」、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
か
ら
は
、「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
」
と
十
年
を
一
区
切
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
当
初
の
対
策
が
、
都
市
部
へ
の
若
者
の
流
出
を
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防
ぐ
た
め
に
、
過
疎
地
の
利
便
性
や
雇
用
拡
大
等
を
図
る
目
的
だ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
十
年
、
二
十
年
と
時
が
経
る
に
つ
れ
、
そ
の
目

的
が
地
方
の
特
性
を
生
か
し
、
自
立
し
た
過
疎
地
域
経
済
、
過
疎
地
経
済
の
確
立
を
図
る
方
向
へ
と
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
都
市
部
、
都
市
部
周
辺
、
そ
し
て
過
疎
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
あ
っ
た
役
割
分
担
を
明
確
に
し

よ
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
伺
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
都
市
部
は
人
口
過
密
に
対
し
て
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
構
築
の
た

め
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
市
部
周
辺
は
、
短
時
間
で
都
市
部
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
広
い
居
住
空

間
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
飽
和
状
態
に
あ
る
都
市
部
の
人
口
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
地
方
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
え
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
日
本
を
、
日
本
た
ら
し
め
る
、
国
土
と
文
化
の
保
全
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
、
経
済
成
長
が
停
滞
し
た
時
、
日
本
が
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
で
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
日
本
が
経
済
大

国
と
い
う
肩
書
き
を
失
っ
た
時
に
、
何
が
残
る
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本
を
囲
む
海
、
国
土
の
七
〇
％
を
占
め
る
森
林
、
そ
し
て
豊
か
な
農

耕
地
帯
、
島
国
日
本
が
独
自
に
培
っ
て
き
た
文
化
で
す
。
豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
て
、
日
本
の
国
土
、
文
化
の
保
全
と
い
う
役
割
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
方
の
担
っ
て
い
く
重
要
な
役
割
と
言
え
ま
す
。

以
上
は
、
日
本
の
人
口
動
態
、
少
子
化
と
過
疎
・
過
密
の
先
に
あ
る
日
本
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
人
口
が
減
少
し
始
め
た
現
在
、
日

本
社
会
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
当
然
、
日
蓮
宗
に
対
し
て
も
様
々
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

三
、
宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
を
見
据
え
た
宗
門
の
展
望

今
か
ら
十
五
年
後
の
二
〇
二
一
年
、
本
宗
で
は
、
宗
祖
ご
降
誕
八
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
八
〇
〇
年
と
い
う
歳
月
を
、
歴
史
的
に
振
り

返
れ
ば
、
農
業
か
ら
工
業
へ
、
人
力
か
ら
機
械
化
へ
、
特
に
最
近
の
変
化
は
、
短
時
間
で
も
著
し
く
急
激
で
す
か
ら
、
十
年
後
、
い
や
一

年
後
の
社
会
で
す
ら
、
予
測
が
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
考
え
る
時
、
ま
た
現
実
の
寺
院
で
の
生
活
や
檀
家
さ
ん
と
の
話
か
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ら
感
じ
る
こ
と
は
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
同
時
に
、
僧
侶
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
変
化
を
見
つ
め
る
目
を
持
つ
こ
と
が
、

今
、
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
寺
院
の
護
持
を
考
え
る
時
、
経
済
基
盤
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
何
事
も
運
営
し
、
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
の
社
会
で

は
、
お
金
を
中
心
と
す
る
経
済
基
盤
の
確
立
が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
は
寺
院
も
し
か
り
で
す
。
寺
院
の
経
済
基
盤
の
中
心
は
お
布
施
で

す
。
今
日
、
全
国
に
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
も
多
く
の
寺
院
が
あ
る
と
い
う
現
状
、
こ
の
た
く
さ
ん
の
寺
院
が
残
っ
て
い
る
の
も
、
江
戸
時
代
か

ら
確
立
さ
れ
て
き
た
寺
請
制
度
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
寺
院
が
国
か
ら
、
ま
た
お
檀
家
さ
ん
か
ら
の
安
定
収
入
を
得
た
こ
と
に
よ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
、
寺
院
に
と
っ
て
と
り
わ
け
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
問
題
と
な

る
の
も
、
寺
檀
関
係
の
希
薄
化
、
檀
家
さ
ん
の
減
少
、
イ
コ
ー
ル
寺
院
収
入
の
減
少
、
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た
時
、
過

疎
地
に
お
い
て
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
た
町
に
あ
る
寺
院
は
、
当
然
、
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
人
口
の
減
少

は
止
め
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、
当
然
、
今
安
定
し
て
い
る
寺
院
に
と
っ
て
も
、
各
寺
院
、
そ
し
て
宗
門
を
挙
げ
て
の
対
策
が
必
要
に
な
る

と
い
え
ま
す
。

本
宗
に
お
い
て
は
、
宗
会
に
お
い
て

国
内
開
教
対
策
委
員
会

が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
過
密
地
寺
院
や
、
こ
れ
か
ら
人
口
が

増
え
る
地
域
を
主
眼
に
お
い
た
委
員
会
で
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
三
月
に
行
わ
れ
た
宗
会
で
は
、
過
疎
地
域
寺
院

活
性
化
検
討
委
員
会

が
発
足
さ
れ
、
過
疎
地
に
お
け
る
過
疎
寺
院
の
対
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宗
門
と
し
て
こ
れ
か
ら
対
策
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
各
寺
院
の
現
状
の
正
確
な
把
握
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
過
疎
地
と
認
定
さ
れ
る
地

域
に
あ
る
、
日
蓮
宗
寺
院
の
数
は
、
七
五
三
寺
院
あ
り
ま
す
。
日
蓮
宗
の
総
寺
院
五
一
八
七
寺
院
の
一
四
・
五
％
に
あ
た
り
ま
す
。
次

に
、
正
確
な
情
報
収
集
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
平
等
の
調
査
、
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
宗
務
所
各
管
区
、
各
教
区

単
位
ま
た
は
新
た
な
統
括
組
織
と
い
う
も
の
を
設
け
る
必
要
性
も
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
必
要
な
寺

院
へ
の
宗
門
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
方
法
も
、
お
金
、
物
、
人
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
適
切
で
あ
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る
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
然
寺
院
と
い
う
特
殊
性
か
ら
難
し
い
問
題
も
絡
ん
で
く
る
こ
と
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
宗
門
、

宗
会
に
お
い
て
過
疎
地
域
委
員
会
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
か
、
難
し
く
も
重
要
な
問
題
で
す
。

積
極
的
な
方
法
と
し
て
、
各
地
域
毎
に
、
日
蓮
宗
寺
院
と
他
宗
派
寺
院
の
配
置
、
そ
し
て
人
口
の
こ
れ
か
ら
の
動
態
を
考
慮
し
た
上

で
、
日
蓮
宗
の
未
開
拓
地
域
を
選
定
し
て
、
布
教
所
の
設
置
、
ま
た
寺
院
の
建
立
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
現
在
、
政
令
指
定
都
市
が

全
国
に
十
六
市
あ
り
ま
す
。
東
京
、
札
幌
、
仙
台
、
埼
玉
、
千
葉
、
川
崎
、
福
岡
等
で
す
。
こ
の
政
令
指
定
都
市
に
、
総
人
口
の
約
三
割

が
住
ん
で
お
り
、
宗
門
運
動
中
も
こ
の
割
合
は
増
加
を
続
け
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
過
疎
地
域
寺
院
に
関
し
て
、
都
市
部
に
近
い

位
置
に
布
教
所
な
ど
の
開
設
、
こ
れ
は
宗
門
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
都
市
部
と
、
過
疎
地
寺
院
の
密
接
な
助
け
合
い

や
コ
ン
タ
ク
ト
が
一
つ
の
課
題
で
す
。
人
口
の
多
い
都
市
部
に
あ
る
寺
院
と
、
そ
う
で
な
い
寺
院
と
で
は
、
危
機
感
に
大
変
大
き
な
温
度

差
が
あ
り
ま
す
。
安
定
は
油
断
や
怠
慢
を
生
み
ま
す
。
現
在
安
定
し
て
い
る
寺
院
も
、
檀
家
収
入
が
今
後
、
安
定
収
入
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
か
ら
、
継
続
的
宗
門
の
発
展
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
、
更
な
る
仏
教
、
そ
し
て
お
題
目
布
教
の
実
践
が
必
要
で
す
。

宗
門
に
お
い
て
の
対
策
を
考
え
る
と
き
、
当
然
全
教
師
の
意
識
の
統
一
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
寺
院
護
持
に
は
経
済
基
盤
の
確
立
が

必
要
と
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
寺
院
の
公
益
性
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
寺
院
は
公
益
法
人
で
す
。
学
校
法
人

と
同
じ
く
公
益
法
人
の
な
か
の
宗
教
法
人
で
す
か
ら
、
公
益
に
付
す
事
業
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
宗
教
法
人
が
、
広
く
人
々

に
宗
教
的
情
操
を
説
き
、
国
民
の
精
神
的
安
定
を
図
る
こ
と
、
又
こ
れ
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
安
定
に
繋
が
る
。
こ
れ
が
宗

教
法
人
が
税
制
で
優
遇
さ
れ
る
所
以
で
す
。
し
か
も
本
来
優
遇
で
は
な
く
、
宗
教
法
人
が
払
う
べ
き
税
金
を
国
民
が
払
っ
て
く
れ
て
い

る
、
だ
か
ら
こ
そ
、
私
達
は
公
益
的
な
活
動
を
す
る
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
・
公
益
的
精
神
へ
の
改
革

と
統
一
が
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
人
口
減
少
、
そ
れ
に
伴
っ
て
の
檀
家
さ
ん
の
減
少
は
、
寺
院
と
僧
侶
に
対
し
て
、
そ
の
資
質
、

ま
た
、
檀
家
の
意
義
の
再
考
を
寺
院
に
対
し
て
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

運
営
が
大
変
な
寺
院
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
過
疎
地
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
統
廃
合
の
必
要
性
が
一
般
で
も
広
く
言
わ
れ
て
い
ま
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す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
最
後
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
一
、」
で
過
疎
・
過
密
の
現
状
と
地
方
の
文
化
が
こ
れ
か
ら
重
要
に
な
っ
て

い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
何
故
か
。
日
本
人
は
自
国
の
文
化
を
知
ら
な
い
と
揶
揄
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
か
ら
問
わ
れ
る

機
会
が
少
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
は
諸
外
国
か
ら
の
労
働
力
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
、
そ
れ
は
新
聞
な
ど
で
も
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
異
文
化
の
流
入
は
、
仏
教
が
日
本
へ
入
っ
て
き
た
時
、
き
っ
と
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
文
化
の
融
合
、
そ
し
て
摩
擦
、
排
除
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
刺
激
に
、
日
本
人
は
少
な
か
ら
ず
、
自
国

の
文
化
を
問
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
人
の
文
化
、
風
習
は
、
神
道
と
共
に
、
仏
教
の
文
化
で
あ
る
の
で
、
厳
し
く
も
期
待
の
目

が
、
お
寺
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
は
、
そ
の
時
が
遠
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
逆
に
都
市
部
で
は

勿
論
、
地
方
で
も
大
変
賑
わ
い
の
あ
る
お
寺
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
寺
院
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
寺
院
の
活
動
内
容

を
広
く
公
開
し
、
公
共
の
た
め
に
付
す
精
神
、
心
を
持
っ
て
活
動
し
、
檀
家
さ
ん
が
多
い
と
か
、
少
な
い
と
か
に
関
わ
ら
ず
、
経
済
基
盤

を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
の
寺
院
は
、
寺
院
を
必
要
と
す
る
人
達
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
し
て
、
賑
わ

い
が
な
く
と
も
、
そ
こ
に
あ
る
、
そ
こ
に
寺
院
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
地
域
に
と
っ
て
心
の
安
ら
ぎ
で
あ
っ
た
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
憩
い
の
場
で
あ
る
場
合
、
地
域
に
守
ら
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
で
も
存
続
し
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
存
続
し
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
、
ま
と
め

今
後
、
日
本
の
人
口
の
減
少
、
過
疎
・
過
密
の
拡
大
は
必
至
で
す
。
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
寺
院
運
営
の
諸
問
題
を
考
え
る
時
、
宗
門
に

と
っ
て
課
題
山
積
の
よ
う
で
す
が
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
寺
院
の
あ
る
べ
き
姿
、
檀
家
と
は
、
そ
し
て
僧
侶
と
は
如
何

な
る
も
の
か
と
い
う
問
い
で
す
。
寺
院
で
活
動
す
る
教
師
が
、
勿
論
私
も
含
め
て
、
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
、
自
覚
を
持
つ
と
同
時
に
、
環
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境
や
、
地
域
の
特
性
、
そ
し
て
寺
院
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
を
如
何
に
捉
え
、
見
極
め
て
い
く
か
。「
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
」
で
す

が
。
ま
ず
は
、
寺
院
に
で
き
る
こ
と
、
寺
院
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
宗
門
が
、
そ
し
て
個
々
の
教
師
が
情
報
交
換

を
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
何
で
あ
れ
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
そ
こ
に
残
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
し
、
当
然
そ
の
逆
も
言
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
自
身
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
て
、
肝
に
銘
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

ち
な
み
に
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
五
月
に
、
内
閣
府
・
政
府
広
報
室
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
二
十
歳
以
上
、
三
千
人
を
対
象
と
す

る
、
観
光
立
国
に
関
す
る
特
別
世
論
調
査（
複
数
回
答
可
）よ
る
と
、「
日
本
の
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
が
日
本
ブ
ラ
ン
ド
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
、「
海
、
山
、
川
、
な
ど
の
自
然
環
境
」
と
答
え
た
人
が
五
三
％
、
一
方
、「
近
代
的
な
都
市
文
化
」
と
答
え
た
人
が
、
一
四
・

七
％
、
そ
し
て
、「
神
社
、
仏
閣
、
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
や
町
並
み
」
と
答
え
た
人
が
六
五
・
九
％
い
た
そ
う
で
す
。
寺
院
は
日
本
の

風
景
で
あ
り
、
日
本
の
文
化
で
す
。


